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アメリカの新しい住まいづくりの潮流 

（ＣｏＨｏｕｓｉｎｇｉｎ Ｕ．Ｓ．Ａ．） 

 
 

１． コウハウジングってどんなもの？ 

 
子育て中の核家族や一人暮らし、高齢者など様々な人達が物質的な豊かさよりも人間

関係や安全性、そして助け合いによる暮らしの豊かさを求めて始めた住まい方の一つ

である。北欧で生まれた住まい方であるが、１９８８年アメリカの建築家デュレ夫麦

がデンマークのコレクティブハウジングを研究し米国に合うように変更しながら「コ

ウハウジング」と名付け、草の根的に作り始めた。コミューンなどと区別されるべき

は、宗教・イデオロギー、民族によって参加者が成り立っているのではなく、自立と

共生を望むごく普通の人たち、が参加していることである。そして世代混交型のこの

暮らし方は受け入れられ、現在全米で１５０余りのコウハウジンググループがあり、

なお広がりつつある。 

 

コウハウジングの特徴として次の点があげられる。 

 

（１）居住予定者の参加 
居住予定者は話し合いを持ち、相談しながらプロジェクトの最初から終りまで参加

する。土地の取得、銀行からの借り入れ、プラン作り、施工者の選定など全ての部

分で住民の参加による決定が基本となる。また、敷地計画、施設、住戸計画など、

コミュニティ全体をデザインする 

（２）多世代・ミックス居住 
高齢者のみのシニアタウンと異なり、自らが協力し合い事業を行なうので、若い結

婚したばかりの夫婦から高齢者まで、年代が様々な人々が参加する。 また、人種

の異なる人々が一緒に住んでいる。収入面でも多様な人々が住むように、アフォー

ダブル住宅（支払い可能な値段で入居ができる）システムを取り入れたり、賃貸住

宅などもミックスしている。 障害者のグループハウスを取り込んだものもある。 

（３）共同の施設と共同管理 
自分たちの自宅の他に共同で使用する施設を持つ。コモンハウスと呼ばれるこの施

設には住民の希望で様々な設備が施ざれる。共同で利用するキッチンと食堂、子供

の遊び場や工房、図書館といったようなものが住民の協議で作られる。中庭や菜園、

鶏小屋、ジャグジーなどの施設がある場合もある。 

住人管理組合が作られ、芝生のメンテナンス、ペンキ塗り、ゴミの管理など全ての

管理を住人が運営委員会をつくり、作業を分担しあって行う。 

（４）エコロジカルデザイン 
人を優先した敷地内交通（原則として敷地内の車の進入の禁止）。 

地球環境全体を考えた省エネルギー、省資源、自然エネルギー利用など 

（５）協同の食事 
コミュニケーションを取るために週に何回かは一緒に食事をとる。 
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２． コウハウジングの暮らし 
                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコロジー 
・ 資源の分別 

・ リサイクルマテリアルの利用 

・ ソーラーシステム、 

・ 地下水を利用した空調システム 

・ オーガニックガーデン 

 

住人たち 
－赤ん坊から高齢者まで－ 

・ 多世代、さまざまな家族構成の人たち

（子育て世帯、片親世帯、シングル） 

・ リベラルで学歴は概して高い 

・ 少ない有色人種 

コミュニティワーク＆楽しみ 

・ みんなでルールを決め役割分担 

・ 食事当番は多くても月 1 回程度 

・ 家の管理、子どもたちのケア、庭の手入

れ、会議運営、会計、広報などさまざま。

・ 誕生日会やパーティーなども楽しむ 

コモンハウス 

－住人が集うスペース－ 
・ キッチン、ダイニング、リビング…コモンディナー 

・ 子どもの遊び場、ゲストルーム 

・ 洗濯室、作業部屋、食品庫 

・ オフィススペース 

・ 音楽室、図書室 etc. 

安全、安心 
・ 子どもたちを安心して遊ばせること

ができる 

・ 互いに声をかけあうことがができる

コミュニティ 

・Family of Choice！ 

各住戸 

各住戸 

各住戸 

各住戸 

各住戸 

各住戸 

各住戸 
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３．コウハウジングをつくるプロセス 
                   住人の役割 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウハウジングを 
広める 

１．入居者グループ

形成と土地探し 

 
２．事業を皆で行う。

 
３． 
デザインを皆でする 

 
４．建設する 

☆ スライドショー、セミナー,ワークショッ

プなどで興味のある人をみつける。 

☆ 興味のある人たちでグループを作る。 

☆ 事業を起こすグループを組織する。 

☆ 住人の勉強会とワークショップ 

☆ グループ内の仕事の分担と口座の開設 

☆ 敷地の確保と融資の方法 

 

☆ コンセプトと優先順位を決める 

☆ コンサルタントの選定 

☆ 参加のデザイ計画策定 

☆ 全体計画スケジュール作成 

 

☆ 敷地計画ワークショップ 

☆ コモンハウス計画ワークショップ 

☆ 各戸計画ワークショップ 

☆ 融資を確実にする。法律的チェック 

☆ 工事費見積もりと施工者選定 

☆ 請負契約 

☆ 施工管理 

☆ 外構工事などのセルフビルド 

☆ 入居後のルールを決める 

☆ 完成検査 

５．完成 ・入居 
☆ 自主管理活動の開始 

☆ ダメ工事の検査など 
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